














































































































































































































は、 1 年次の秋学期には演習Ⅰ、 2 年次に演習




















































































































































































































































































































































































は ICT（Information and Communication Tech-
nology）を効果的に活用すべき課題も明らかとなっ
た。
写真12： 3 密回避のオレンジリボン作り（2020年）
48
写真13：Twitterの画像（2020年）
今後も一人ひとりの子どもたちの尊い命を守る
ために、実践的なソーシャルワーク教育の伝統を
継承していく必要がある。学生の主体性を尊重し
たOR運動を継続的に実施することで、学生の成
長を促し、地域社会に貢献する意義は極めて大き
いと考える。
本学科におけるOR運動は大学の全面協力を得
て実施することができた。また、卒業・修了生と
教職員で構成する「大正大学社会福祉学会」から
OR運動の活動経費の支援を受けている。心から
感謝の意を表したい。
なお掲載写真は、すべて承諾済みである。
註
1） オレンジリボン運動は、「子ども虐待のない社会
の実現」を目指す市民運動である。オレンジは、
子どもたちの明るい未来を意味している。
2） 近い将来親となる若者に対する児童虐待防止に
係る啓発の一環として、学園祭等において学生
に児童虐待防止のための啓発活動「学生による
オレンジリボン運動」を重点施策として位置づ
け、2012年度の試行実施から2014年度まで厚生
労働省が提唱。学生自身が主体となり創意工夫
して「オレンジリボン運動」を実施することや、
より多くの大学等に実施していく観点から、2015
年度より特定非営利活動法人児童虐待防止全国
ネットワークがオレンジリボン運動の総合窓口
を担っている。
